
 

瑞 穂 ふ 頭 ／ 横 浜 ノ ー ス ・ ド ッ クに お け る米 軍 の 小 型 揚陸 艇 部 隊の 新 編 に対 し

万 全 の 対 策 等 を 求 め る意 見 書 （案 ）  

 

令 和 ５ 年 １ 月 12日 の 日 米 安 全 保 障 協 議 委 員 会 に お い て 、 瑞 穂 ふ 頭 ／ 横 浜 ノ ー

ス ・ ド ッ ク にお け る 米 軍 の 小 型 揚 陸 艇 部隊 が 新 編 さ れる こ と が示 さ れ た。  

国 に よ れ ば 部 隊 の 新 編 は 、 戦 後最 も 厳 しく 複 雑 な 安 全保 障 環 境に 対 応 する た め 、

在 日 米 軍 の 態 勢 の 最 適 化 に 向 け た取 組 の一 環 と し て 、安 全 保 障上 必 要 であ る と の

こ と で あ り 、 ま た 自 然 災 害 を 含 む様 々 な緊 急 事 態 に つい て 、 日米 が 連 携し て 対 応

す る 能 力 を 向 上 さ せ る も の と の こ と で ある 。  

し か し 、 市 内の 米 軍 施 設 に 対 して は 、 これ ま で も 市 民・ 行 政 ・市 会 が 一体 と な

っ て 返 還 を 求め て き て お り 、 返 還は 市 民共 通 の 願 い であ る と とも に 市 政の 重 要 課

題 で あ る 。 本市 の 中 心 部 に 位 置 し、 大 きな ポ テ ン シ ャル を 有 して い る こと か ら 、

引 き 続 き 、 瑞穂 ふ 頭 ／ 横 浜 ノ ー ス ・ ド ック に つ い て も全 面 返 還を 求 め てい く 。  

瑞 穂 ふ 頭 ／ 横 浜 ノ ー ス・ド ッ ク は 、様 々な機 能 の 集 積 地に 隣 接 して お り 、ま た、

近 隣 の 施 設 に は 、 観 光 客 を 含 め 多く の 方々 が 集 ま る こと か ら 、周 辺 住 民は も と よ

り 来 街 者 に 対 し て も 、 不 安 を 与 え る よ うな 基 地 使 用 があ っ て はな ら な い。  

よ っ て 、 国 に お か れ て は 、 瑞 穂ふ 頭 ／ 横浜 ノ ー ス ・ ドッ ク に おけ る 米 軍の 小 型

揚 陸 艇 部 隊 の 新 編 に 対 し 、 適 時 適切 な 情報 提 供 は 勿 論の こ と 、市 民 生 活の 安 全 ・

安 心 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が な い よ う 万 全の 対 策 を 講 じる こ と を要 望 す る。  

こ こ に 横 浜 市 会 は 、 地 方 自 治 法第 ９ ９ 条の 規 定 に よ り、 意 見 書を 提 出 する 。  
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